
導入の提供価値

オーガニック縦型水耕栽培

ばとんハイドロファーム
投資対効果の最大化

高効率LEDと垂直空間活用により、
限られた面積で最大の収益を生み出します。

拡張性と柔軟性

空き物件への展開が容易。
多品種少量生産から大規模量産まで対応可能です。

持続可能な事業モデル

地域課題（空き家・雇用）を解決しながら、
安定した食料生産基盤を構築します。

圧倒的な生産性

3.6 倍

1㎡あたり収量 90株を実現

(従来型比 約360% 向上)

極小コスト運用

循環型

少水量循環システムと

設備簡素化でOPEXを抑制

ソーシャルインパクト

JIS適合

車いすユーザーも活躍可能

空き家問題解決へ寄与

合同会社ばとん

656-0542

兵庫県南あわじ市阿万吹上町727
050-3573-5810

info@llcbaton.co.jp

https://www.llcbaton.co.jp/



循環型『縦型水耕』ばとんハイドロファーム



シンプルな循環フロ ー

栽培溶液をポンプで汲み上げ、支柱内を流下させてタンクへ
戻す循環構造。少量の水を効率的に活用し、水資源コストを
抑制します。

高効率・特注 LED光源
一般品の約2.9倍（ 55μmol）の光量を確保。葉物野菜に必要
な光量を少ない本数でカバーし、電気代と設備費を最適化。

多品種対応の運用設計

支柱（パイプ）ごとに水量の個別調整が可能。性質の異なる
作物を同一システム内で同時に栽培できます。

システム構成図

仕組み：完全循環型の縦型水耕

+α
特注LEDによる光量最適化

発光効率を高め、少ない本数で必要な光量を確保。電気代の削減と生育促進を両立。

一般品

19 μmol

当社品

55 μmol
約2.9 倍の光量
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強み：3つの「SHOW」で高収益運用へ

SHOW 1

省スペース

1㎡あたりの収量

3.6 倍

従来型 25株 当社型 90株

垂直方向への拡張により、限られた設置面積で圧倒的
な収穫量を実現。空き家や狭小スペースを最大限に活
用可能です。

SHOW 2

少水量

水資源コスト

最小化
完全循環システム

少量の水を循環させ続けるエコ設計。大規模な給排水
設備を必要とせず、ランニングコストと環境負荷を同
時に低減します。

SHOW 3

消コスト

作業コ スト

大幅減
片手で支柱着脱

支柱別流量調整

メンテナンスや出荷作業の手間を構造的に排除。多品
種栽培時の管理工数も削減し、 OPEXを圧縮します。



空間最大化・資産活用

・縦型構造により 単位面積あたりの生産性 を最大化

・ 遊休資産を有効活用 した拠点構築が可能

・ 天候に左右されない 安定供給拠点を実現

運用の省力化（片手着脱）

多品種展開と柔軟性

・ 支柱単位で水量制御が可能

・ 葉物から果菜まで 同一システムで混載生産

・市場需要の変化に応じた 生産品目の柔軟切替

SDGs対応（ JIS適合）

・ JIS規格車いす対応の通路幅 (660mm) を確保

・ 障がい者や高齢者の雇用促進 が可能

・ 地域課題の解決と SDGs経営に直結

特徴：運用最適化と多様な人材活用

・支柱は片手で着脱可能、 作業工数の大幅削減

・ 専門技術は不要、誰でも即座に運用可能

・ 人件費および教育コストの抑制 に寄与



縦型水耕栽培紹介｜設備構成

従来型

初期コスト大・ 管理フロー複雑化

当社型推奨

CO2ボンベ

自動肥料管理機

pH ・溶液測定器

大型養液タンク

初期コスト減・メンテナンス負荷減

通常養液タンク

ECメーター

不要

不要



栽培可能作物カテゴリー 多品種同時栽培に対応

葉物類

レタス

ベビーリーフ

ルッコラ

パクチー・バジル

特徴：高回転・安定需要

ツタ系野菜

ミニトマト

キュウリ

ズッキーニ

パプリカ

特徴：高単価・彩り

ネギ類

芽ネギ

姫ネギ

特徴：業務需要対応

果物

イチゴ

小玉スイカ

メロン

特徴：高付加価値

その他

エディブルフラワー

各種ハーブ類

特徴：差別化商品 高品質な栽培を実現

運用体制例

障がい者雇用モデル

É 就労支援施設B型等での活用

É 車いすユーザーも作業可能なユニバーサルデザイン

活用イメージ

収穫体験

レストラン

地域雇用の創出拠点へ

栽培事例

ホップ栽培

ビール製造
教育プログラム



4つの導入価値とリスクマネジメント

投資対効果

高収益性： 1㎡あたり収量 3.6倍（従来比）による空間
効率の最大化

OPEX削減：特注 LEDの高発光効率・循環型システムに
よるコスト抑制

初期投資平準化：既存の空き家・遊休物件を活用し
建設コストを抑制

運用性

省人化・省力化：片手で着脱可能な支柱設計により
メンテナンス時間を短縮

柔軟な現場調整：支柱単位で流量調整が可能、栽培品
種の変更が容易

ダイバーシティ：車いす対応の通路幅・高さ設計で多
様な人材を活用可能

拡張性

多拠点展開：「場所を選ばない」屋内型のため、全国
の空き物件へ横展開が可能

販路拡張：多品種少量生産から単一大量生産まで、需
要に応じモード切替

モジュール化：ユニット単位での増設が可能で、事業
規模に合わせた投資が可能

社会価値

地域課題解決：増加する「空き家問題」の解決策とし
て資産を有効活用

食料安全保障：天候に左右されない安定供給により食
料自給率向上に寄与

インクルーシブ雇用：障がい者や高齢者も参画できる
地域雇用の受け皿を創出

リスクと想定対応

設備リスク（停電・故障）

汎用性の高いポンプ の使用により、短時
間の復旧体制を構築

運用リスク（水 もれ ）

常時給排水を伴わない完全循環型
→観葉植物の自動給水プランターと同程
度の極小リスク。防水シート設置可。

安全管理（作業事故）

JIS規格準拠の通路確保と、作業導線の明
確化による接触事故防止

人材リスク（ノウハウ）

マニュアル化・単純化されたオペレーシ
ョンにより属人化を排除

※導入環境に応じて リスク対策 いたします

ご希望の導入規模に応じてお見積もりいたします。
お気軽に表紙の連絡先までお問合わせください。
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